
 

当学会の理念や情報システムを取り巻く昨今の動きについて、参加の皆様が日頃考えているこ

と、感じていることを少人数でのディスカッションを通じて共有し、各自の今後の活動、学会の

活動に生かしてもらうことを期待して、ワークショップを開催します。 

⚫ 日時：11月 30 日（日）第 21回全国大会 2日目（時間は下表参照） 

⚫ 場所：青山学院大学（全国大会会場内） 

⚫ ワークショッププログラム： 

時間（若干変更の可能性あり） 内容 

9:50-10:00 10 分 オープニング（挨拶と進め方の説明） 

10:00-11:50 110 分 グループディスカッション（要事前申込） 

11:50-12:40 50 分 昼休み 

12:40-13:30 50 分 全体セッション 

13:30-13:40 10 分 クロージング 

⚫ グループディスカッション（要事前申込） 

◆ 3～8名程度のグループに分かれて、参加者からの意見や問題提起など、自由にディスカッ

ションします。 

◆ 司会進行役（事務局があらかじめ選任）が中心となって、ディスカッションした内容をま

とめます。（5分で説明できる程度） 

◆ 事前の参加申込が必要です。 

⚫ 全体セッション（申込不要、全国大会参加者はどなたでも参加いただけます。） 

➢ 各グループでまとめた内容を 5 分で報告し、質疑応答（5 分）を実施します。時間は変更

される場合があります。 

➢ 最後に参加者全員で質疑応答や意見の交換を行います。（10 分） 

グループディスカッション申込 

⚫ 申込先 

次のリンク先から連絡先、参加ご希望のテーマ等、必要事項をご記入の上、申し込みください。 

https://forms.gle/e5gnXAerY4zSNuaaA 

⚫ 申込締切 

10 月 26日（日） 

⚫ 費用 

全国大会の参加費に含まれます。（全国大会への参加が前提となります） 

情報システム学会 20周年記念ワークショップ 

https://forms.gle/e5gnXAerY4zSNuaaA


⚫ 申し込みにあたって 

➢ 参加希望のテーマを３つ（第 1から第 3まで）選択ください。参加希望の多いテーマを４

つ選定します。希望状況によってそれ以下になる場合もあります。 

➢ 締め切り後に参加テーマをメール（参加申込時に記入されたアドレス）でお知らせします。 

➢ 各グループの人数を 8名程度以内となるよう調整させていただきます。ご希望が特定のテ

ーマに集中する、あるいは最低人数（3 名）に満たないなど、ご希望にそえない場合があ

ることをあらかじめご承知おきください。 

お問い合わせ 

お問い合わせは，下記の総合窓口へお願いします。 

issj2025■issj.net 

（■を@に変更お願い致します） 

ディスカッションテーマ候補 

No テーマ 内容 

1 「人間中心」を再考

する 

10 年後の情報システムにおける「人間中心」とは具体的にどのような状

態になっていればよいのか、過去を振り返り、現在から未来を考えます。 

2 情報システム人材

の未来 

情報システムプロデューサに求められる能力、スキルを考えてみます。

（AI の利用がさらに浸透し、業務や社会生活に大きな変化をもたらした

状態を想定して）これまで学会の提言や発信されたものを起点として考

えます。 

3 情報システム学と

は 

発刊した『情報システム学』について、感想や意見を交換します。（実践

例をお持ちの方の参加を歓迎します） 

4 浦先生の情報シス

テム学を振り返る 

新年特別インタビュー『浦昭二先生の「人間中心の情報システム学」』を

読んで思うことを意見交換します。 

5 AI と人間中心性 人間中心の情報システムにおけるＡＩ（生成 AI を含む）活用の在り方

を考えます。 

6 マイナンバー制度 （過去の提言をもとに）マイナンバー制度の情報システムとしての在り

方を考えます。 

7 自治体システムの

未来を考える 

自治体システムの在り方はバラバラでよいのか（10 年後の姿も）作る

側、運用する側、使う側を想定して考えます。 

（注）事前申込で希望の多いテーマを 4つ（またはそれ以下）を選定します。 

 


